
 

 

 

NPO 法人いわて未来政策・政経研究会会報 第 37号(R1.7.30) 

― 1 ― 

 

別 掲 
 

 

  

 

 

 

別 掲 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

別 掲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 掲 

 



 

 

 

NPO 法人いわて未来政策・政経研究会会報 第 37号(R1.7.30) 

― 2 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 掲 

 



 

 

 

NPO 法人いわて未来政策・政経研究会会報 第 37号(R1.7.30) 

― 3 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 掲 

 



 

 

 

NPO 法人いわて未来政策・政経研究会会報 第 37号(R1.7.30) 

― 4 ― 

                        

 

 

 

 

 

 

 

☆  中心課題は、「産業と経済―AI 始め科学技術の振興とも関連させて」です。  ☆ 

✿ 県の科学・情報政策について ✿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

古舘 慶之 さん 

(岩手県政策地域部科学・情報政策室長) 

 

相原: 県の科学・情報政策を束ねるお忙し 

いお立場で、ご協力頂き感謝します。ま 

ずこの組織は今年度からですか。 

古舘: 本年 4 月から情報政策と科学技術振 

興の一体的な推進体制を構築するため、 

情報政策課と科学 ILC 推進室の科学技 

術担当を統合し、当室が設置されまし 

た。 

相原: どのような政策を推進されますか。 

古舘: いわて県民計画(2019～2028)では 

「社会基盤」の項で、科学・情報技術を 

活用できる基盤を強化することとして次 

の 4 点を掲げています。 

   ①  科学技術基盤の強化や産業の発展に 

つなげるため、国際リニアコライダー 

  

北上川バレープロジェクト画像(編集事務局挿入) 

（ILC）の実現や、 これまで築き上げ 

た世界最先端の研究機関とのネット 

ワークを活用し、国内外の研究者・企 

業などとの連携促進を通じた国際研 

究拠点の形成を図るとともに、これに 

関連するインフラ （道路、港湾等） 

の整備を推進 

②  地域課題の解決や経済発展につな 

がるよう、産学官金の連携や、資金支 

援などにより、新たな価値を生み出 

すイノベーションの創出に向けた研 

究開発 

  ③  医療・介護、教育、農林水産業など、 

県民の生活に関わる様々な分野にお 

いて、地域が抱える課題の解決を図 
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るため、効率的・効果的なツールとし 

て期待されるモノのインターネット 

（IoT）、ビッグデータ、人工知能（AI） 

などの情報通信 技術（ICT）の利活用 

を推進 

  ④ 県民の生活や産業経済活動に欠かせ 

ない基盤を整えるた め、新たな情報通 

信技術の動向や地域のニーズを踏ま 

え、光 ファイバーなどの超高速ブロー 

ドバンド、第 5世代移動通信システム 

などの ICTインフラの整備を促進 

相原:  科学技術への取り組みで、従来と発 

想の異なる点があると伺いました。 

古舘: これまでは産業振興を中心にしてい 

ましたが、今回は様々な県民生活の中に 

  科学技術を取り込んで教育・文化・スポ 

ーツや防災等安全面に生かしていく観

点が特徴的と言えます。 

相原:  いわて県民計画中の 11 のプロジェ 

クトの中で、北上川バレープロジェクト 

や活力ある小集落実現プロジェクト等

に科学・情報政策の記述が色濃くあるの

が印象的です。改めて取材協力に御礼申

し上げます。 

古舘: お話のとおり、同プロジェクトでは 

産業分野・生活分野への第 4 次産業革命 

 (上述の IoT、AI など多岐に渡る新興の

技術革新が特徴) 技術の導入促進、同技

術を活用した日常生活支援や世代間交

流促進などを謳っています。 

 

✿  8Kと AIoTで世界を変える 

    ― SHARP の成長戦略 ✿ 

 

 

 

 

 

 

         

中山 藤一
ふじかず

 さん 

(シャープ(株)専務執行役員兼ビジネスソリ

ューション事業本部長兼シャープマーケテ

ィングジャパン(株)代表取締役社長) 

 

相原: 中山様には、当会会員である(株)日本 

デスコ様の設立 40 周年記念式典後の記 

念講演において最先端科学技術にかか 

わるお話をいただきました。この度、そ 

のお話を基にした会報取材にご多忙の 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

中ご協力いただき感謝します。 

 まず、ご経歴をお伺いします。 

中山: 昭和 52 年にシャープ(株)に入社し、 

平成 23 年に常務執行役員、翌年に取締 

役兼専務執行役員、平成 26 年に代表取 

締役兼専務執行役員となり、翌 27 年ま 

で勤めました。 

 その後、平成 28 年に台湾に本拠を置 

く鴻海(ほんはい)精密工業の傘下となっ 

てからは、同年に専務執行役員等とな 

り、現在は上記の職を勤めております。 

 

 

 

大 阪 府

堺市の本

社 

…編集事

務局挿入 
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相原: 次にシャープ(株)の会社概要や経営 

理念をお聞きしたいと思います。 

中山: (公式サイトから編集事務局引用) 

  ・本社所在地 大阪府堺市堺区匠町 1 

  ・代表者 代表取締役会長兼社長  

       戴正呉（たいせいご） 

  ・事業内容 電気通信機器・電気機器及 

び電子応用機器全般並びに 

電子部品の製造・販売等 

  ・売上高  2 兆 4,000 億 7,200 万円(連結)  

1 兆 5,920 億 500 万円(単独) 

 （2019 年 3 月期） 

  ・社員数 シャープ連結：54,156 名 

  経営理念 いたずらに規模のみを追わ 

ず、誠意と独自の技術をもって広く世界 

の文化と福祉の向上に貢献する。 

会社に働く人々の能力開発と生活福祉 

の向上に努め、会社の発展と一人一人の 

幸せとの一致をはかる。 

株主、取引先をはじめ、全ての協力者と 

の相互繁栄を期す。 

相原:  主要製品をご紹介ください。 

中山: (公式サイトから編集事務局引用) 

  個人向け製品…一部 

 

 

 

空調家電 キッチン家電  生活家電 

 

 

情報機器    ロボット エネルギーシステム 

法人向け製品…一部(最近の導入事例から) 

 

 

 

 

 

複合機関連商品       電子黒板-BIG PAD 

 

相原: シャープが誇る主な技術について 

お伺いします。 

中山: 当社では、「8K と AIoT で世界を変 

える」という事業ビジョンのもと、超 

高精細映像技術「8K」と、AI と IoT 

を組み合わせた「AIoT」を中心とした 

事業を展開しています。 

そのコア技術となるのは、従来技術 

   であるエレクトロニクス、通信、ディ 

スプレイ、センシングなどに加え、最 

先端技術である 8K 映像、AI、IoT、5G、 

ロボティクスなどです。これらの技術 

を核にさまざまな事業分野でイノベー 

ションを実現してまいります。 

相原: 前質問に関連しますが、AI と IoT の 

進展・動向をどのようにみておられま 

すか？また、このことについて、シャ 

ープでの対応をお伺いします。 

中山: AI と IoT は、すでに飛躍的な進化を 

遂げ、今後の経済発展、社会的課題解決 

のためには欠かせない技術であると考 

えられます。AI、IoT、ビッグデータ解 

析などの技術は徐々に社会で活用され 

始めており、新たな価値創造によるデジ 

タル革命が進展しています。 

      当社においても、スマートホームにお 

きましては、COCORO HOME として、 

AIoT 製品の連携動作などが可能であ

り、他社製の機器やサービスとの連携も 

可能になるプラットフォームを展開し 

  

 

 

  

画像は右上 
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ています。これら製品やサービスを連携 

することにより、各種機器の操作履歴や 

調理履歴データなどに基づく複数家電 

の一括操作の提案やメニューレシピの 

提案を行います。 

 また B2B 分野におきましては、デジ 

タル複合機などのビジネスソリューシ 

ョン機器は、IoT としてサービスセンタ 

ーと繋がり、稼働状況をモニタリング 

し、各種機器データを分析することでメ 

ンテナンスの効率化や使い勝手の向上 

を実現しています。オフィスのスマート 

化のみならず、ファクトリー、教育、セ 

キュリティなどの分野においても、 

AIoT と 8K を核にした新しい価値を創 

造してまいります。 

 シャープでは、創業以来、100 年を超 

える歴史の中で、創業の精神「誠意と創 

意」、創業者のモノづくりへの想い「他 

社がまねするような商品をつくれ」に沿 

って、様々な世界初、日本初のオリジナ 

リティ溢れる商品を創出し、新たな市場 

の創造、技術の進歩、そして社会の発展 

に貢献してきました。 こうした「良い 

モノを創る」ことには、しっかりと取り 

組んだ上で、今後は、「良いモノ」に加 

え、サービスやプラットフォーム、さら 

にはエコシステム全体を通じて、シャー 

プならではの新たな価値、素晴らしい体 

験をお客様に提供する企業へと変革し 

ていきます。 

相原: 更に関連質問となります。H31.4.12 

記念講演で、AIoT の言葉を中心にお話 

しされましたが、そのポイント改めてお 

教えいただければと思います。 

中山:  情報化社会においては、AI や IoT を 

含むデジタル技術の進歩により、製品そ 

のものが価値の中心である時代から、サ 

ービスが価値の中心へ変化しています。 

このような環境変化においては、従来の 

モノ作りを起点とした事業展開だけで 

はなく、労働力不足、物流量激増、安全 

安心対策など社会やお客様が抱える課 

題を起点とし、提供価値を創造すること 

が重要になると考えています。例えば、 

労働力不足に対しては、使用される機器 

データや業務プロセスに関するデータ 

分析を行い、その分析結果を機器やワー 

クフローにフィードバックすることで 

業務の自動化を図り、生産性の向上を実 

現します。 

相原: 最後に、この度の会報のテーマに関 

して、何かコメントをお願いします。 

 ご協力に改めて御礼申し上げます。 

中山: AI や IoT、5G など科学技術の振興 

は地域格差の解消に貢献し、場所にとら 

われない各種サービスや働き方の実現、 

さらには新たな産業の創出を可能にし 

ます。こうした変化を地域経済の発展に 

活用頂けることを期待しています。 

 

用語注釈(編集事務局) 

8K… 画素数が 8,000前後のスーパーハ 

   イビジョンの規格 

AI… 人工知能 

IoT… モノに通信機能を持たせ、自動認識 

や自動制御などを行うこと。 

5G…  第 5世代の移動通信システム等で、

一層高速かつ大容量の通信を実現 

B2B… 電子商取引における企業間取引 
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✿  岩手県持ち家着工 14 年 

連続第一位への道のり  ✿ 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 幸夫
さ ち お

 さん 

(シリウスグループ(株式会社シリウス、株

式会社シリウス EHC、株式会社シリウスケ

アサービス、株式会社ニューステージ、共立

電気株式会社)代表)   

 

相原: 今岩手の経済界で大活躍の佐藤代表 

から、その取組姿勢、理念等をお伺いし 

たいとお願いしましたところ、快くご対 

応いただき感謝します。 

 まず、お生まれ、ご出身、事業立上げ 

以前のことなどをお伺いします。 

佐藤: 昭和 22 年に秋田県潟上(かたかみ)市 

(当時は昭和町)に生まれました。男鹿半 

島の付け根付近の町です。農業兼豆腐店 

の長男として生まれ、高卒後地方銀行に 

勤めましたが、出世に時間が掛かり過ぎ 

るとの思いで 4 年で辞めて家に戻り、毎 

朝 2 時起きで豆腐作りに励みました。  

   商売は堅調でしたが、42 歳の時肺梗 

  塞という肺の血管が詰まる生死にかか 

 

 

 

 

アイフルホーム水沢店  シュガーホーム盛岡店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本稿の画像は編集事務局挿入 

  わる大病を患い、半年間闘病生活をしま 

した。肺梗塞で倒れる前友人の住宅会社 

を手伝うようになっていましたが、退院 

後豆腐作りは体力的にきつく、仕事は住 

宅会社一本になりました。そこで 1年ほ 

ど勤めた後勝負の時を感じたのです。 

相原: いよいよ盛岡での立上げですね。 

佐藤: 友人との競合を避け、札幌、仙台、 

盛岡の 3 択から「交通の便が良く雪が少 

ない」という理由で盛岡を選びました。 

 人の力を借りて困難があっても成功 

させたいとの思いでした。 

  東京の住宅メーカー、アイフルホーム 

とのフランチャイズ(FC)契約からスタ 

ートしようとしましたが、FC加入やモ 

デルハウス建築に約 5千万円必要なと 

ころに自己資金が 2千万円しかありま 

せんでした。地銀には断られましたが、 

日本政策金融公庫が 2 千万円の通帳を

見て保証人なしで数千万円貸してくれ

ました。すぐにこの仕事の勤務経験のあ

る 2人を採用してスタートしました。 

相原: 今年の 1 月 7 日から 5 日連続で岩手 

日報紙に佐藤代表の記事が連載されて 

 

 

  

http://www.kk-sirius.co.jp/
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  いますが、その中に、「1995 年春、事業 

の本格始動に合わせ、妻と子ども 3 人を 

盛岡に呼び寄せた。『3年で成功できな 

ければ、(岩手、秋田県境の)仙岩峠に身 

を投げる』。決意の一歩を踏み出した」 

との印象深い記述がありました。 

佐藤: 創業当時、県内の住宅建築市場は大 

手メーカーがリードしていました。当社 

の初年の着工数 19 に対して、当時首位 

の東北ミサワホーム(仙台市)は 501 と 

26 倍もの開きがあったのです。 

 最初の 3 年間は 365 日朝 7 時から夜 

11 時まで働く、1 日 200 軒のチラシ配 

りと 50 軒の戸別訪問を自分のノルマに 

しました。アイフルホームの知名度を活 

用し、大手メーカーの坪単価 50 万円よ 

り安く、しかも品質の良いもので勝負 

し、業績を上げていきました。 

 努力が実り、5 年で地元ビルダー(工務 

店)着工数 1 位、10 年で県外ハウスメー 

カーを抜いて県内 1 位、売上高は 15 年 

で 50 億円、20 年で 150 億となり、目標 

を上回る成果を上げることができまし 

た。 

相原: 特に力を注いでこられた点は何でし 

ょうか。 

佐藤: 組織作りと社員教育を地道にやりま 

した。店舗(アイフルホーム 8、シュガー 

ホーム 3、社員数 1 店舗 5～16 人)ごと 

 

 

 

 

 

グループホーム シリウス奥州(水沢水山) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリウスグループホームページの会社概要欄を飾

る画像「スタッフ」 

   の独立採算制を採り、更に店舗ごとに経 

常利益の 10%相当をボーナスとして(夏 

冬のボーナスとは別に)支給しました。 

無論、心を育てる人材教育に多くの時間 

を割き力を入れています。 

相原: 福祉事業にも取り組んでおられま 

す。私も市長時代、奥州市内の御社のグ 

ループホームの開所式に参列しました。 

佐藤: 高齢化社会への対応として 6 施設の 

運営を行っています。 

相原: 最後に今後の抱負を伺います。ご協 

力に改めて御礼申し上げます。 

佐藤: 事業の柱である住宅建築では、持ち 

家着工県内 1 位といってもシェアはま 

だまだですのでこれを伸ばします。ま 

た、生涯現役で起業家の応援に力を注ぎ 

  たいと思います。 

 

2019.1.7 から 1.11 まで岩手日報紙に連載された「あ

の日の決断―岩手の経営者たち」の記事の一コマ 
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先
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、
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中
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が
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、
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日
町
の
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で
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小
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さ
ん
の
義
兄(

小
山
製
麺
の
社
長
。
故
人)

の
釣 

り
キ
チ
は
有
名
だ
っ
た
が
、
小
秋
さ
ん
も
楽
し
ま
れ
る 

よ
う
だ
。
釣
り
上
げ
た
大
鯰
は
ど
う
な
さ
れ
た
の
か
？ 

ち
で
も
あ
ろ
う
か
。 

 

婦
句
碑
近
く
に
石
の
祠
が
あ
り
、
そ
れ
を
詠
ま
れ
た
も 

の
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
風
邪
が
ひ
ど
く
て
参
加
出
来 

な
か
っ
た
。 

 

 

 

く
、
三
時
半
ご
ろ
に
は
明
る
ん
で
く
る
が
、
ま
だ
畑
に
は
出
ら
れ
な
い
。 

 

刺
身
が
美
味
と
か
。
こ
の
間
の
地
震
と
は
関
係
な
か
っ
た 

だ
ろ
う
か…
…

。 

 

◎
梅
雨
冷
の
畳
に
落
ち
し
イ
ヤ
リ
ン
グ 

 
 
 
 

鈴
木
正
子 

ヘ
ル
パ
ー
の
先
づ
は
胡
瓜
を
刻
み
け
り 

 
 

退
職
や
大
皿
に
盛
る
夏
料
理 

評 

一
編
の
ド
ラ
マ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
よ
う
な
妖
し
さ
に
引 

き
込
ま
れ
そ
う
な
一
句
。
何
故
か
、
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
が 

部
屋
で
鳥
籠
と
じ
ー
っ
と
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
一 

場
面
を
思
い
出
し
た
。 

 

◎
好
奇
心
の
塊
の
子
や
蟻
の
道 

 
 
 
 
 
 
 

中
村
セ
イ
子 

 
 

蛍
袋
借
り
て
仮
眠
の
余
生
か
な 

ペ
タ
ル
漕
ぎ
句
の
道
歩
む
梅
雨
の
蝶 

 

評 

足
と
胸
を
鍛
え
よ
う
と
一
ヶ
月
ほ
ど
見
分
ヶ
森
の
展
望 

台
に
通
っ
た
。
途
中
、
三
才
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
が
し
ゃ
が 

ん
で
じ
っ
と
蟻
を
見
て
い
る
の
に
出
会
っ
た
。
若
い
お
父 

さ
ん
が
、
子
ど
も
が
見
あ
き
る
ま
で
ほ
ほ
え
ん
で
立
っ
て 

い
る
。「
蟻
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
」
子
ど
も
は
立
ち
上
っ 

た
。
三
句
目
、
ペ
タ
ル
漕
ぎ
俳
句
の
道
を
梅
雨
蝶
と
で
は 

ど
う
だ
ろ
う
。 

 
青
鷺
の
思
惟
に
入
り
ぬ
中
洲
か
な 

 
 
 
 
 

田
村
香
子 

簪
の
さ
が
り
の
や
う
に
揺
る
る
藤 

◎
三
畝
歩
に
生
き
甲
斐
春
の
鍬
光
る 

評 

三
畝
歩
は
九
十
坪
、
三
ア
ー
ル
。
約
１
１
ｍ×

３
０ 

 

ｍ
。
鍬
だ
け
で
は
結
構
き
つ
い
。
汗
も
光
る
だ
ろ
う
。 

 

二
句
目
、
閉
し
か
並
べ
の
ど
ち
ら
か
で
切
っ
た
方
が
い 

 

い
だ
ろ
う
。
閉
す
と
か
。 

    

 
 
 
  

 

◎
腹
這
ひ
の
推
敲
を
す
る
梅
雨
ご
も
り 

 

中
村
セ
イ
子 

 
 

文
机
に
茫
と
頬
杖
浮
き
人
形 

  
 

 

   

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 
 
 
 
 

 
 

 

文 芸 ナ ー コ ― 

  

 

 

 

 

http://www.a-muzu.com/upload/save_image/10142002_4e9816d13255f.jpg
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◎
結
葉
の
奥
の
賑
は
ひ
朝
ま
だ
き 

評 

歳
時
記
に
よ
っ
て
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
結
葉
が
季 

 
語
で
あ
る
。
「
木
の
葉
が
茂
っ
て
、
葉
と
葉
が
相
交
わ
り
、 

鬱
鬱
と
重
な
り
あ
っ
て
、
結
ば
れ
た
よ
う
な
さ
ま
」( 

文
芸
春
秋
・
季
寄
せ)

と
あ
る
。
そ
の
奥
で
、
何
か
早
朝 

の
つ
ど
い
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
句
意
。
一
句
目 

の
中
七
は
入
り
し
が
良
い
か
と
思
う
。 

 
 

 

 
 

分
け
入
っ
て
山
に
溢
る
る
蝉
時
雨 

 
 
 

  

種
田 

勝 

 
 

老
い
て
な
ほ
杖
を
頼
り
に
山
登 

◎
み
ど
り
児
は
夢
見
て
笑
ふ
若
葉
風 

評 

み
ど
り
児
、
夢
、
笑
ふ
、
若
葉
風
と
、
こ
れ
以
上
の 

 

明
る
い
材
料
の
取
り
合
わ
せ
は
有
り
得
な
い
だ
ろ
う
と 

 

い
う
句
。
幼
児
虐
待
な
ど
の
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多 

 

い
昨
今
、
俳
句
に
は
救
い
が
あ
る
と
実
感
さ
せ
る
句
。 

 

梅
雨
寒
や
ペ
ッ
ト
の
子
猫
背
を
丸
め 

 
 

  

小
野
寺
喜
美
治 

 
 

畦
め
ぐ
る
老
に
爽
や
か
青
田
風 

◎
良
く
晴
れ
て
万
緑
眩
し
車
椅
子 

評 

万
緑
が
夏
の
季
語
。
「
万
緑
の
中
や
吾
子
の
歯
生
え 

そ
む
る
」
の
中
村
草
田
男
の
一
句
か
ら
歳
時
記
に
入
っ 

た
。
も
と
は
中
国
の
詩
人
王
安
石
の
「
万
緑
叢
中
紅
一 

点
」
で
あ
る
が
。
喜
美
治
さ
ん
、
投
句
あ
り
が
と
う
！ 

日
本
画
に
余
白
の
あ
り
て
杜
若 

 
 
 

  
  

 

加
藤
次
男 

 
 

柿
若
葉
地
べ
た
が
画
帳
陰
ひ
ろ
げ 

◎
し
ろ
が
ね
の
毛
を
逆
立
て
る
毛
虫
か
な 

評 

芭
蕉
が
、
田
螺
を
突
く
鴉
を
詠
う
の
が
俳
諧
で
と
か
言
っ 

 

て
和
歌
と
の
違
い
を
述
べ
て
い
た
気
が
す
る
が
、
毛
虫
も
和 

 

歌
で
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
俳
句
で
は
毛
虫
も
主
役
に
な 

れ
る
。
し
ろ
が
ね
が
効
い
て
い
る
。 

 

日
暮
れ
待
ち
甘
藷
を
植
う
る
老
二
人 

 
  

  
 

渡
辺
タ
エ
子 

 
 

岩
清
水
両
手
で
啜
る
お
い
し
さ
よ 

◎
梅
雨
ダ
ム
に
観
測
船
の
水
尾
を
曳
き 

評 

胆
沢
ダ
ム
で
の
句
で
あ
ろ
う
。
ダ
ム
に
入
る
水
、
ダ
ム
か 

 

ら
放
つ
水
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
さ
れ
て
い
る
と 

 

は
い
え
、
巡
回
は
省
く
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
想
定
外 

 

の
事
故
防
止
の
た
め
に
。 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

近 

詠 

  
 
―

 

本
城
フ
ミ
さ
ん
を
偲
び ―

 

 
 
 

に
ん
に
く
は
漬
け
ま
し
た
か
と
あ
の
世
か
ら 

 
 

正
力 

 
 
 

  

※
本
欄
の
投
句
者
本
城
フ
ミ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
古
く
か
ら
の
俳
句
仲 

 
 

間
で
、
に
ん
に
く
の
種
を
も
ら
っ
た
り
、
漬
け
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。 

 
 

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
祈
る
。
合
掌
。 
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◆ ネパールを旅して  ◆ 

 

 

 

 

 星野 正之 

(千葉県八千代市) 

  

筆者は、10 年前に一度ネパールを訪れた

ことがあり、その時にヒマラヤの雄大な高

峰群に圧倒され、また混沌としたヒンズー

教の世界にカルチャーショックを受けまし

た。以来、ネパールへの想いは止みがたく、

再度訪れる夢を抱いていましたが、すでに

７０歳を超えた筆者にとっては、ヒマラヤ

に近づくことは体力的に不安があり、中々

踏み切れずにいました。しかし、人生に残

された時間を思えば、もはや躊躇している

わけにはいかないという思いが日増しにつ

のり、ついに今年 3 月、意を決して、通称

エベレスト街道のトレッキングツアーに参

加しました。全旅程は首都カトマンズから

数えて 12 日間でしたが、トレッキングはエ

ベレスト街道の始点ルクラから折り返し地

のタンボチェ間の往復 1 週間で、ほぼ富士

山なみの高所を歩き続けました。エベレス

ト街道といっても、エベレストを麓から間

近に仰ぎ見るには、さらに往復 1 週間を要

するので、今回は途中までだったのですが、

それでも最高 4千メートル地点まで到達し、 

右上図のようにエベレストをこの目で見る 

 

 

 

     

 

 

 

という夢を実現して、無事帰国することが

できました。  

 ところでネパールと日本は地理的にも歴

史文化的にも無関係ではありません。ネパ

ールはヒマラヤからの連想で、寒冷な国と

思われがちですが、緯度は沖縄県とほぼ同

じ、南部は象やサイの棲む亜熱帯の国です。

インドから押し寄せる熱帯の湿潤な気団

は、ヒマラヤ山脈という長大な障壁に堰き

止められ進路を東に変えます。そして、偏

西風に乗って東南アジアから東アジアの日

本にまで流れ込んできますが、それがアジ

アの稲作を始めとするモンスーン文化を形

成していることは、よく知られています。

また、仏教文化の面からも日本と関りがあ

ります。仏教の起源はもちろんインドです

が、釈迦の生誕地はネパールのインド国境

に近いルンビニとされています。インドか

らヒマラヤの向こう側のチベットに伝わっ

た仏教は、チベット仏教（ラマ教）として

開花し、ネパールに再来しました。現在、

ネパールの人びとの 80％はヒンドゥー教

徒、１０％がチベット仏教徒とのこと 

ですが、チベット仏教徒は、チベットの気 
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候に似た北部のヒマラヤ山麓に多く、その

中心がチベットから来たシェルパ族の村、

クムジュンです。今回たまたま訪れたクム

ジュンの仏教寺院では、大勢の僧侶の読経

と長いチベットホルンや打楽器類の鳴り響

く盛大な法要が行われていました。右図は

クムジュン村の景観ですが、ヒマラヤでは

タルチョというチベット仏教の経文が刷ら

れた旗が風にたなびいている光景をよく目

にします。風にお経を読んでもらうためだ

そうです。背後に聳えている山は、聖なる

山“クンビラ（5761m）”です。クンビラと

はサンスクリット語で、仏教の守護神の一

つ、ガンジス河に棲む水の神、鰐のことで

す。チベット仏教は大乗仏教、密教として

東アジアに向かい、中国を経て日本に伝来

しましたが、実はその時、水の神クンビラ

もやってきたのです。それが、四国の香川

県の「金毘羅（こんぴら）」様で、確かに「ク

ンビラ」がそっくり漢字で表記されていま

す。金毘羅様は、観音様も祭られている神

仏混淆の寺社ですが、今でも海上交通の守

り神としても信仰されており、海の守護神

として水との関りを持ち続けているのです

から、仏教伝来に纏わる、まことに壮大な

お話ではないでしょうか。 

 さて、ネパールの経済は世界でも最下位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の貧しい国とされていますが、中でも北部

のヒマラヤ地方は、零細な畑作が、人と家

畜の力だけで営まれています。しかし、近

年のエベレスト街道のトレッカーの混雑ぶ

りや、最近のニュースで伝えられたエベレ

スト山頂に向かう行列をなす登山者の渋滞

ぶりからわかるように、ヒマラヤへの登山

やトレッキングブームは、ヒマラヤに経済

的な影響をもたらし、この地方の人々の生

活を大きく変えたようです。もちろん、経

済活動が活発になったとはいえ、車の走る

ような道路がなく、急峻な山道では、物資

の運搬は依然として人力か家畜によるしか

なく、また、トレッカーの宿泊施設やガイ

ドやお手伝いといった仕事が増えているの

です。今でも人々の暮らしに必要な燃料に

は、乾燥させたヤクの糞が使われていると

のことですが、トレッカー用のロッジでは

小さな水力発電による電気やプロパンガス

が普及していました。もっとも、炊事はプ

ロパンガスですから、そのボンベの輸送は

やはりヤクの仕事、そんなボンベをいくつ

も積んだヤクの隊列を良く見かけました。

私達トレッカーは荷物のほとんどをヤクに

背負わせて歩きますが、トレッキングのポ

ーターとは別に、日常生活の中での運送（日

本では強力（ごうりき））を生業としている

人々の中には１００㎏近い荷物を運ぶこと 
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も珍しくはなく、上図のような姿を見ると、

思わず頭が下がってしまいます。頭に籠の

ベルトを架けて建築資材の鉄筋やベッドな

ど、ヤクでは無理なものを運んでいます。

右手の太い杖はＴ字型になっていて、休憩

時には腰を下ろすと立ち上がるのが大変な

ので、立ったままで尻を載せるのです。 

 ところで、トレッキング中は自動車の排

気ガスとは無縁でしたから、毎日清浄な空

気を吸っていた、と書きたいところですが、

実は乾季のヒマラヤでは、風で大変な埃が

舞います。そして、風と共に路上の荷役家

畜の乾燥した糞が、文字通り“糞塵”とな

って風に舞うのですから、現地の人たちで

さえマスクは必須なのです。日本では犬の

散歩中の糞はお持ち帰りですが、ヒマラヤ

では路上の糞は、誰も片付けないので、気

を付けないと踏みつけてしまうことになり

ます。かって、ヒマラヤでは、ヤクは今ほ

ど道路を往来していなかったはずです。ヤ

クの糞は大切に乾かして燃料や堆肥として

利用すべきもので、埃になるほどに糞が放

置されてはいなかったことでしょう。この

現象は、トレッキングブームがもたらした、

車の排気ガスに匹敵するヒマラヤの公害問

題と言えるかもしれません。 

 路上のヤクの糞についての考察をもう一 

つ。上の写真の子供たちはいったい何をや 

 

 

 

 

 

 

 

っているのでしょうか。じつは、驚いたこ

とに、新鮮なヤクの糞に小さな櫛のような

ものを刺して遊んでいるのです。ヒマラヤ

の山村ならではの子供の遊びもと言えるの

かもしれませんが、結局、トレッキングが

盛んになって、路上に放置されるようにな

ったヤクの糞が子供たちの遊びの対象でし

かなくなったことを、物語っているように

思います。 

冒頭に記しましたが、ネパールのもう一

つの魅力は、混沌とした不思議なヒンドゥ

ー教の神々の世界にありますが、本稿では

触れることができませんでしたで、最後に、

周囲の 5～６千ｍ級の神々のようなヒマラ

ヤの高峰と、その懐深く、かって、北のチ

ベットと南のインドの交易の中継地として

栄え、今ではトレッカー用のロッジが立ち

並ぶナムチェ・バザール（標高３４４０ｍ）

の町のヒマラヤらしい景観をご紹介して筆

を擱きます。 
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 これまでの七期で 7 市町村 18

名の塾生が巣立ちました。1 名が

県議、2 名が市議として活躍中。

また 1 名は市長選出馬中。 

役 職 写 真 氏  名 

生年月日 

住所地 職業・略歴 一言ご挨拶 

 

理 事 

 

岩渕  典仁 

(のりひさ) 

S49.4.12 

一関市

室根町 

一関市議会議員、元

国家公務員、卒塾生 

 いわて未来研の主旨に賛同して

塾で学ばせて頂きました。微力では

ありますが、いわて未来研の活動を

協力、支援していきます。 

 

理 事 

 

紺 野  亮 幸

(りょうこう) 

S22.10.3 

奥州市

江刺 

農業経営(リンゴ農

家) 

 相原会長の中学同級生で、同

級会長を務めています。会の発

展のために微力を尽くします。 

 

理 事 

 

渡邉  清文  

(きよふみ) 

S34.7.11 

奥州市

衣川 

(株)水素システム研

究所代表取締役、元

奥州市役所職員 

 地域の発展にとって何が大切な

のか、的確で具体的な提言ができる

よう勉強していきたいと思います。 

 

監 事 

 

葛西  久雄

(ひさお) 

S25.3.31 

盛岡市

津志田

西 

(社福)宇宙心会事務

局長、元銀行員 

 いわて未来研の活動の一助にな

ればと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新 役 員 の 紹 介 


